
3月 4月 5月

今後の能登町支援（対口支援）見込みについて

④公費解体受付事務【市町2名】

3名

●今後のスケジュール

●主な考え方
・避難所運営は仮設住宅が概ね完成するまで支援
・家屋被害認定（被災者生活再建支援金交付に必要）二次調査は５月末まで支援

中長期派遣による支援に切替

●能登町の状況
・避難者数 ２７５名（４月５日現在）
・水道復旧率 ９１.７％[5,704戸/６,２２０戸]（４月５日現在）
・仮設住宅 右表のとおり

時期 完成 累計
完成済 124戸
4月上旬 12戸 136戸
4月中頃 56戸 192戸
4月下旬 189戸 381戸
5月以降 102戸 483戸

・仮設住宅の状況（４月２日時点）

※他の支援団体（和歌山、茨城、宮城、岩手）と調整済み

８名９名11名
②避難所運営支援
【県+市町】

外部委託・仮設住宅完成の状況により規模縮小
避難所閉鎖・集約の動きが加速。

③家屋被害認定
二次調査【市町】 2名 6名

①総括マネジメント支援【県３名】
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